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ト関連の研究開発部門がある
東京事業所（東京都三鷹市）に
おいて、環境マネジメントシ
ステム規格 ISO14001の認
証を取得しました。

■環境マネジメント
（10ページ）

　2003年5月に新型「レガ
シィ」を、12月に新型軽自
動車「スバルR2」を発売し
ました。ボディ構造の刷新や
新技術の採用などにより徹底
した軽量化を図り、エンジン
性能の向上などもあり、環境
性能も大きく向上しました。

■開発段階・商品
（21ページ）

　群馬製作所が「平成15年度
リデュース・リユース・リサイ
クル（3R）推進功労者等表彰」
において、3R推進協議会会
長賞を受賞しました。全員参
加でのゼロエミ達成、自社焼
却炉の廃止、塗料カス資源化
技術などが評価されました。

■生産段階
（33ページ）

　2003年７月、群馬製作所
矢島工場内に「スバルビジター
センター」を開設しました。
　スバルの代表的技術の展
示、スバル車の展示のほか、
テクノラボ、リサイクルラボ
でクルマの製造にかかわる紹
介をしています。

■社会貢献
（62ページ）

スバルR2



1 2

　　　SIAの活動……………………………………… 48

　　　RMIの活動……………………………………… 49

　　　SOAの活動……………………………………… 50

　　　SCIの活動……………………………………… 50

　　　SRDの活動……………………………………… 50

Ⅱ  社会性報告…………………………………… 51

コンプライアンス……………………………………… 51

　　　基本的な考え方………………………………… 51

　　　体制と運営……………………………………… 51

　　　2003年度活動実績の概要…………………… 52

お客様とのかかわりにおいて………………………… 53

　　　安全なクルマづくり…………………………… 53

　　　人に優しいクルマづくり……………………… 54

　　　お客様に満足いただくために………………… 55

従業員とのかかわりにおいて………………………… 58

　　　雇用……………………………………………… 58

　　　人材育成………………………………………… 58

　　　　　障害者雇用への取り組み………………… 59

　　　福利厚生………………………………………… 60

　　　安全衛生・健康………………………………… 60

社会とのかかわりにおいて…………………………… 62

　　　社会貢献活動…………………………………… 62

　　　地域活動………………………………………… 63

　　　各種イベントへの協力、寄贈・支援………… 64

　　　受賞など………………………………………… 64

Ⅲ  資料編…………………………………………… 65

工場サイトデータ……………………………………… 65

　　　群馬製作所……………………………………… 65

　　　宇都宮製作所…………………………………… 66

　　　埼玉製作所……………………………………… 67

　　　伊勢崎事業所…………………………………… 68

　　　東京事業所……………………………………… 68

商品データ……………………………………………… 69

　　　自動車…………………………………………… 69

　　　発電機…………………………………………… 70

その他のデータ………………………………………… 70

環境への取り組みの歴史……………………………… 71

用語解説………………………………………………… 73

■ この「2004環境･社会報告書」では昨年の「2003環境報
告書」に対して次の内容を追加して記載しております。

　1. 持続的発展のために企業の社会的責任への取り組みが要
求されつつあり、社会性に関する報告を「社会性報告」と
して独立し、昨年よりも充実した内容と致しました。 
………………………………………………… P51~P64

　2. 昨年度までは会社概要の中でいくつかの経済的な指標を
報告致しておりましたが、「経済指標」として新たにペー
ジを設けました。……………………………………… P6

　3.  2003年度の主な話題を目次のページにまとめました。 
………………………………………………………… P1

はじめに

■本「環境・社会報告書」について

●報告対象範囲

蘆  2003 年度（2003年4月～2004年3月）の主として環境保全

に関する取り組みおよび、社会性に関する取り組み（コンプラ

イアンス、お客様とのかかわり、従業員とのかかわり、社会と

のかかわりなど）の実績を記載しております。なお、ご説明の

関係から2004年度初めの実績も一部含んでいます。

蘆 主に日本における富士重工業の事業活動ですが、当社グループ

としての取り組みもご紹介するため、国内連結対象会社の中で、

環境負荷が多いとされる製造・物流に関与する企業7社につい

ての活動実績も記載致しました。また、北米の関係会社5社で

構成する北米環境委員会の活動も記載しております。
●参考としたガイドライン

蘆 環境省「環境報告書ガイドライン（2000年度版）」、「環境報告

書ガイドライン（2003年度版）」

蘆 環境省「環境会計ガイドライン（2000年版）」、「環境会計ガイ

ドライン（2002年版）」

●次回発行予定

　前回の発行は2003年6月でした。次回は2005年夏頃を予定

しています。

■コーポレートシンボルの設定について

　富士重工業は2003年7月15日に1953年の創立から数えて

50周年を迎えました。これを機会に、従来、自動車事業スバルの

ブランドマークであった「六連星」を企業全体のシンボル（コー

ポレートシンボル）に設定しました。

　同時に、従来のスバルのロゴをコーポレートロゴとし、コーポ

レートシンボル「六連星」と組み合わせて活用していくことにし

ました。（下記参照）

　なお、富士重工業がこれまで社章として用いてきた　 マークは、

コーポレートシンボルの設定により廃止されます。


